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26

前
川
原
正
人

宮
内

　
　博

７
の
大
地
震
に
み
ま
わ
れ
、

役
場
等
の
庁
舎
が
被
害
を
受

け
行
政
機
能
が
停
止
し
、
約

２
ヶ
月
間
混
乱
が
続
い
た
こ

と
、
車
中
泊
な
ど
の
避
難
生

活
者
が
多
く
、
避
難
者
の
人

数
の
把
握
も
困
難
を
極
め
た

こ
と
、
近
年
、
人
口
が
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
の
が
、
震
災

に
よ
り
減
少
へ
と
転
じ

た
こ
と
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
福
岡
県
朝
倉
市
で

は
、
平
成
29
年
７
月
５

日
の
甚
大
な
豪
雨
災
害

に
よ
り
瓦
礫
や
流
木

が
、
災
害
発
生
か
ら
半

年
以
上
過
ぎ
た
今
も
残

存
し
て
い
ま
し
た
。
復

旧
に
は
、
今
後
10
年
で

２
０
０
０
億
円
の
費
用

　
平
成
30
年
１
月
31
日
、
２

月
１
日
に
、
「
霧
島
市
観

光
・
特
産
品
振
興
議
員
連

盟
」
の
有
志
議
員
11
人
で
、

自
然
災
害
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
熊
本
県
益
城
町
と
福

岡
県
朝
倉
市
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、

自
然
災
害
の
被
害
を
受
け
た

自
治
体
の
生
き
た
教
訓
か
ら

学
び
、
霧
島
市
の
防
災
や
減

災
に
反
映
さ
せ
る
た
め
で

す
。

　
熊
本
県
益
城
町
で
は
、
平

成
28
年
４
月
に
２
回
、
震
度

その報告・議案・陳情に 私は賛成 私は反対
平成30年第1回霧島市議会定例会　議案60件・陳情２件のうち、賛否が分かれた事件を議員ごとに掲載しています。

陳情書２件について、本会議での審議結果を掲載しています。
審議された結果は、提出者へ通知いたします。

霧島市障害者福祉作業所の設置及び管
理に関する条例の一部改正について

霧島市福祉給食センター設置及び管
理に関する条例の一部改正について

議案第１号霧島市国民健康保険税条例
の一部改正についてに対する修正動議

霧島市介護保険条例の一部改正
について

9 16◯◯●●◯●◯◯◯●●●●●●●◯●●●◯ 0

霧島市国民健康保険税条例の一
部改正について

議案
４号

議案
３号

議案
５号

第二次霧島市総合計画基本構想
について

議案
13号

平成30年度霧島市一般会計予算
について

議案
45号

平成30年度霧島市国民健康保険
特別会計予算について

議案
46号

平成30年度霧島市介護保険特別
会計予算について

議案
48号

平成30年度霧島市下水道事業特
別会計予算について

議案
50号

平成30年度霧島市水道事業会計
予算について

議案
52号

平成30年度霧島市工業用水道事
業会計予算について

議案
53号

平成30年度霧島市病院事業会計
予算について

議案
54号

清水保育園民営化に伴う移管先
の再検討を求める陳情書

陳情
４号

霧島市の医療を充実するための
陳情書

陳情
５号

議案
１号

否決●●◯●

16 9●●◯◯●◯●●●◯◯◯◯◯◯◯●◯◯◯● 0 可決◯◯●◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 3●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯●◯

18 7●●◯◯●◯●●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯●◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

3 22◯◯●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 0 不採択◯●●●

6 19◯◯●●◯●●◯◯●●●●●●●●●●●● 0 不採択●●◯●

陳情審査報告
陳　情

第４号

清水保育園民営化に伴う移管先の再検討を求める陳情書
（H29.12.7 受理）

国分清水
田中　加奈

清水保育園の民営化に伴う移管先の再検討を求めるもの
不採択

陳　情

第５号

霧島市の医療を充実するための陳情書　（H29.12.8 受理） 霧島市社会保障推進協議会
会長　原口　兼明

霧島市の国民健康保険税引下げを継続すること
不採択

※

議

長

職

は

表

決

に

参

加

し

な

い

行
政
視
察
報
告

議員研修　Ａ Ｅ Ｄ 救 命 講 習
　霧島市議会では、平成30年３月７日（水）に霧島市出前講座を活用して、消防局にて救命講習（心肺蘇生とＡＥ
Ｄの使用）を受講しました。

　緊急を要する場面に遭遇したとき、我々ができることで、救命の可能性を少しでも高めることができればと考え
ます。また、霧島市ホームページにも、応急手当・ＡＥＤマップの情報が掲載されています。

　傷病者の命を救い、社会復帰に導くために必要
となる一連の行いを「救命の連鎖」といい、心停
止の予防、心停止の早期認識と通報、一次救命処
置、二次救命処置と心拍再開後の集中治療の四つ
の輪で成り立っているとのことです。
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を
要
す
る
と
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
霧
島
市
も
、
温
泉
な
ど
の

大
地
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

半
面
、
新
燃
岳
の
噴
火
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
、
災
害
と
は

無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
視
察
で
得
た
災
害
時
や

災
害
後
の
問
題
等
を
教
訓
と

し
て
、
霧
島
市
の
防
災
に
役

立
て
て
い
く
た
め
、
積
極
的

に
施
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　救命の連鎖の最初の三つの輪は、その場に居合わせた人により行われることが期待され、心肺蘇生が行われたほ
うが、行われなかったときより生存率が高く、ＡＥＤを使用することで、さらに生存率や社会復帰率が高くなると
のことです。
　今回の講習では、心肺蘇生とＡＥＤ使用を実践して、手順や方法について確認することができました。

熊本県　益城町役場仮設庁舎

福岡県　朝倉市杷木地域生涯学習センター
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